
 

                     

 

  

 

 

 

 

 

 

          

  ファンドの状況（８月２０日現在）                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

第７回（２０１２年度第１回）あきたスギッチファンド 助成先決定 

 

 

 

 

 

 

 

 

寄付者 ８４（人・団体） 

寄付金合計 １，３６０，５４２円 

会員 団体   

   個人 

 特別 

４６（団体）  

１３０（人）  

   １６（人）  

会員数合計 

 

１９２（人・団体） 

納入済額  

２９５，０００円 

今年度ファン

ド収納額 

 

１，６５５，５４２円 

No.１２  ２０１２年８月２０日発行 

 TEL 018-839-8941 

 FAX 018-829-5803 

 E-mail:madoguchi@sugicchi-fund.jp 

   
あきたスギッチファンドは、平成２４年６月１５

日付けで認定ＮＰＯ法人になりました。これは平成

２９年６月１５日までの５年間を有効期間として

認定されたものです。認定という信認を維持してい

くためには、県民、企業、行政等から広く寄付を集

め、それを地域課題の解決を目指すＮＰＯ等の団体

に助成するという本来の機能をしっかり実行する

ことが求められます。認定のメリットを寄付金の増

額に結び付けるきっかけにしたいと考えて、リーフ

レットを作成しました。寄付金を集めることは容易

ではありませんが、法人活動の進展のために活用し

て参りたいと考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

認定特定非営利活動法人 

 あきたスギッチファンド 

 第７回（２０１２年度第１回）の助成事業は、秋田県からの補助金３００万円と、アサヒビール株

式会社様と三国商事株式会社様からご寄付頂いた冠ファンドを原資として、５月２０日から募集を開

始しました。募集は、本ファンドは１０万円コ－ス７件、３０万円コース６件、５０万円コース１件

でしたが、締切り間近になっても応募が少なく不安に思っていたところ、締切日になってどっと書類

が届き驚かされました。アサヒビール株式会社様の冠ファンドは環境保全をテーマに、三国商事株式

会社様からの冠ファンドは東日本大震災で被災したこどもを多方面から支援する活動をテーマに募

集しました。応募件数は本ファンド、冠ファンド合わせて２８件に上りました。 

 ７月２２日（日）の審査会は１０時開会、午前中に冠ファンドのプレゼンテーション、検討協議、

結果発表、講評を行いました。午後からは３０万円コース、５０万円コースのプレゼンテーションを

行い、４時過ぎから検討協議に入りました。申請はどれも熱い思いが籠められており、協議は長引き、

４時３０分過ぎになってどうにか発表にこぎ着けることができました。  

平成２４年度ファンドの状況 

         （７月末現在） 

平成２４年６月１５日 官報 

第５８２２号に掲載されました 



本ファンド１０万円コース       募集７団体に対し１０件の応募があり、５団体を採択 

              

 団体名 事業名、事業概要 

大地の会 

ボランティア研修会（学習と実践） 

ボランティア活動を行う人を育成する学習と実践講座を開催する。

学習講座ではボランティア活動への理解を深める。 

実践講座では、・車イス、白杖利用体験と介助の方法を学ぶ ・バ

リアフリークッキング ・闘病生活の長い外出する機会の少ない患

者のために病院を訪問し「移動喫茶店」を開催して交流を図る を

実施する。 

学習と実践を通して、自ら率先してボランティア活動を行う人の育

成とボランティア活動の啓発を図る。 

よこてジャリ銭バトル寄席 

実行委員会 

笑いで地域活性「よこてジャリ銭バトル寄席」 

 横手のまちづくりに関わるメンバーが、「笑いで地域活性」を目指し 

て、８月１２日Ｙ２ぷらざで演芸会を開催する。地域のアマチュア 

やセミプロの芸人に５分前後で芸を披露してもらい、観客が面白さ 

の度合いによって袋に投げ銭を入れる。出演者にとっては自分の芸 

が試される場になる。投げ銭は出演料と運営費として使われる。 

将来はこの活動を地域外にも広げ、「笑いのネットワーク」を作って、 

地域の変革に繋げていきたい。  

のしろ日本語学習会 

のしろ日本語教室 夏期合宿「自然宿泊研修」 

のしろ日本語教室には、母語が日本語でない親を持つ子どもたちが 

大勢存在する。彼らは日本の文化を持たない親との間に心理的な軋 

轢を抱えていることが多い。教室の子どもたち、ボランティア、日 

本人の子どもたち、総勢約３０名でキャンプをして、じっくり時間 

をかけてふれあい、子どもたちの本音を聴く機会とする。 

NPO法人福祉理容美容協会 

ほわいと 

 

 

スマイルワンコインヘアカット 

 障がいを持つ子どもたちは、突然動いたり、予測できない行動をし 

 たりすることから、ヘアーサロン等で断られるケースがある。彼ら 

 が気兼ねなくヘアカットや理美容サービスを受けられるようにと 

 いう趣旨で、次の活動をする。 特別支援学校、学級に通う生徒（定 

員１５～２０名）を対象に、ヘアカット、シャンプー、シェービン 

グのサービスを、奇数月の第３月曜日に実施する。 

「障がいがあることを、ヘアやファッションが楽しめない理由には 

してほしくない」という強い思いで活動する。 

横手商工会議所青年部 

 

ジュニアエコノミーカレッジ in横手 

 子どもたちに商売を通して、自ら決め・行動し・結果を出す体験を

させ、未来の横手を担う人材を育成することを目的として、次の事

業を行う。①ドリームセミナー（会社を立ち上げ、事業計画書など

を作成する） ②アクティブセミナー（利益を計算しながら、商品

開発、仕入れを行う） ③販売実戦（これまで準備した商品を販売

する） ④まとめセミナー（決算報告をし、株主配当、役員報酬、

納税を行う） 

 この事業を通して、子どもたちの働く意欲や自信に繋がることを期

待している。  

 

 

 

 



 

本ファンド３０万円コース       募集６団体に対し１２件の応募があり、６団体を採択               

 

団体名 事業名、事業概要 

NPO法人いきいき Fネット秋田 

秋田の子育て・子育ち・個育ち支援を考える ～My Tree（子どもの

虐待・DV問題を抱える親の回復支援プログラム）に学ぶ～ 

 児童虐待の加害者の３分の２は実母であるという。子育てに悩む母

親たちが、同様の課題を抱える仲間と互いに支え合い、新たな親子

の関係を作り直すことが必要である。 

My Treeは、子どもへの虐待を終止する目的で森田ゆり氏（エンパ

ワメント・センター）によって開発されたプログラムである。秋田

の親・養育者と支援者がこのプログラムについて共に学び、将来的

に My Treeペシャリストが秋田で活動し、安心安全に子育ち・子育

てがしやすい地域社会を目指す。  

NPO法人北秋田ハッピー 

デリバリー 

NPO法人ハッピーデリバリーホームページ開設事業 

 北秋田地域に住む高齢者たちが、いきいきと生活するため、買い物

代行、日常生活サポート事業、外出支援サービス等の活動を展開し

ている。この事業を北秋田地域に住んでいる人のみでなく、他県で

生活している家族など、広く多くの方に知ってもらうため、ホーム

ページを開設する。ホームページを通して、同じ目的を持って活動

する仲間を増やす、広く利用者の声を募るなど、付帯した効果も期

待している。 

Smile Style 実行委員会 

Smile Style ～自分の花を咲かそう～ 

 「自分の花を咲かせよう」をテーマに、障がいのある方、がん患者

の方、社会参加できなくてなかなか家から出掛けられない方を、ヘ

アメイクや衣装で変身させて登場してもらうステージショーを開催

する。１２月８日（土）エリアなかいち にぎわい交流館で実施す

る。ステージに立てる喜びや、生きる希望を見出すことで、人生を

力強く歩んでもらうことを目標とする。 

秋田キャンパスネット 

Dear 秋田の学生へ ～秋田のイイトコ再発見～ 

 秋田市内の学生をレポーターとして募集し、秋田の街を散策しても

らい、飲食店や雑貨屋、公園、自然など学生目線で秋田のいいとこ

ろを探して、facebookに投稿してもらう。それを Googleのマップ

上に示し、クリックすると写真やコメントが表示されるようにする。 

 また情報をフリーペーパーにまとめ、大学、短大、専門学校などに

配布する。 

 学生の視点で秋田のまちづくり活動に関わり、秋田をさらに良いも

のにしていきたいという思いで実施する。 

NPO法人地産地消を進める会 

オーガニックフェスタ inあきた 2012 

 ８月１８～１９日、秋田市セリオンを会場に、オーガニックフェス  

 タ 2012を開催する。新たな有機農家の発掘、有機農業への理解の促

進、有機農業者と安全な農産物を求める消費者との交流、県外への

情報発信などを目指し、４０００人以上の来場者を見込む。 

 趣旨に賛同する団体・個人で実行委員会を結成して実施する。 

まちなかトーブ 

森吉町とあきた美人ハートライン 

 森吉山のブナの木と水に触れ、秋田の素晴らしさを体感してもらう

ことを目的に、登山ツアーと講習会を開催する。 

 登山ツアーは夏、初秋、紅葉の秋の３回開催、登山スタッフ１０名

の案内で季節毎の森吉山の魅力を体験・体感してもらう。 

 講習会では、山岳写真、高山植物写真講習会、山岳救急講習会等を

行う。 



 

本ファンド５０万円コース        募集１団体に対し２件の応募があり、１団体を採択              

 

 

 

冠ファンド「アサヒビール環境保全ファンド」 ３０万円コース 

                       募集１団体に対し１件の応募があり、１団体を採択 

 

 

 

冠ファンド「三国こども支援ファンド」  

                １０万円・３０万円・５０万円各コースを募集、各コースに 

それぞれ１件の応募があり、５０万円コースの１団体を採択 

５０万円コース              

        

 

 

 

  

団体名 事業名、事業概要 

高性寺 JAZZ IMPRESSION 

 実行委員会 

高性寺 JAZZ IMPRESSION Vol.6 

JAZZ IMPRESSION とは、美しい、雰囲気の良い場所で、聞く人の心 

に残るような演奏を届けるコンサート。五城目町の朝市通りに面し 

た高性寺境内で過去５回実施してきた。今回は朝市のきのこ祭りに 

合わせて開催し、味覚と芸術とのコラボレーションを楽しんでもら 

う。 

２０代から３０代の青年層を主体に活動しており、五城目町の活性 

化を担う人材育成の機会にもしたい。 

団体名 事業名、事業概要 

Akita Beach Clean  

プロジェクト 

秋田県内海水浴場改善プラン 

秋田の海岸ではゴミ問題が深刻化している。これまでの調査で、海

岸ゴミの８０％以上が家庭から川を流れてくるゴミか、海水浴客が

捨てていくゴミであることが分かっている。そこで、海水浴場のゴ

ミを減らすことを目的に、次の事業を行う。 

①７月～１０月、海岸のゴミの原因、実態等に関する資料とステッ

カーを作成する。②７月～１１月、地域の人に参加してもらって、

海岸のクリーンアップをする。その際資料とステッカーを配布し、 

ゴミ問題について理解してもらい、環境意識の向上を図る。 

団体名 事業名、事業概要 

YAC 秋田分団 

2012東北地区水ロケット大会参加補助事業 

 今年度YAC秋田分団は 2012東北地区水ロケット大会を能代宇宙イベ

ント内で主催する。これに被災地域（岩手・宮城・福島）の小中学

生を招待する。各地域それぞれから親子２０組を募集、その他一般

参加も含めて総勢２００名の参加を予定している。 

 秋田県と被災地の多くの小中学生が水ロケット大会に挑戦すること

で科学への関心を高め、考える楽しさや探求する楽しさを体験し、

これからの地域の復興に貢献する人材となることを期待して実施す

る。 



         
 

第５回（２０１１年度第１回）助成事業 
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第６回（２０１１年度第２回）助成事業 

     

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聴覚障がい理解啓発事業 

秋田県聴覚障がい児を持つ親の会 

 

 現在ろう学校よりも普通学校に通学し

ている聴覚障がい児が多くなっている。し

かし、聴覚障がいに対する周囲の理解は進

んでおらず友達も作りにくい状況になっ

ている。そこで聴覚障がい児の理解を広め

るために、７月８日、御所野中央シルバー

エリアにおいて、ＮＨＫみんなの手話司会

の早瀬健太郎さん、今井絵理子さん、国際

教養大学講師カルロス・バディング先生を

招いて親子ふれ愛交流会を開催した。 

参加者は、聴覚障がい児童・生徒、保護者、

一般の児童・生徒、保護者など約１６０名。 
 

300,000 円助成事業 

第２回あきた歌の輪コンサート事業 

  ＮＰＯ法人 We Love あきた歌のネットワーク 
 
 秋田県民歌、県民の歌を中心に、秋田ゆかりの歌、

心に残る歌、ふるさとの歌を大合唱するコンサートを

秋田県民会館で開催した。約９００人が秋田吹奏楽団

の美しい旋律に乗って大合唱した。 
 

３００，０００円助成事業 

食文化研究会 

          カラフルマザーズ 
 
 カラフルマザーズは、内陸線合川駅近くで

農家レストラン兼交流スペースを運営して

いる。レストランで、より一層地産地消のメ

ニューを提供できるように、地域住民に参加

を呼び掛け、阿仁地域と食文化が似ている仙

北地域を訪ね、食材や調理法を学んだ。参加

者２９人。 
 
   １００，０００円助成事業 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

楽しい子育て・孫育て講座 ～子育ての頼

もしいサポーターになろう！ 

            秋田県助産師会 

 

 育児は母親だけでなく、家族が協力して行

うもの。育児のサポート役となる祖父母、夫、

友人などが自信をもって楽しい育児をして

いけるよう、秋田県助産師会会員が講師とな

って、５回の育児講座を開催した。「お産の

トレーニング」「赤ちゃんの生理と沐浴」「産

後の生活、赤ちゃんの成長・発達」など具体

的なすぐ役立つ内容で、わかりやすく楽しか

った、参考になった、と好評だった。広報期

間が短かかったため、毎回２～３家族、延べ

２２人の参加にとどまった。 

 

１00,000 円助成事業 

繋げよう！秋田の民話から地域の輪 

        紙芝居グループ 昔々な 

 

地域に伝わる民話の舞台を取材し、民話を

誰にでも親しみやすくリアルな形の紙芝居

にし、その地域で「民話紙芝居を楽しむ会」

として上演会を開催した。これをキッカケ

に、参加者に地域について話し合い、興味を

持ち好きになってもらうことができた。 

 

１00,000 円助成事業 

 

 

孤独・閉じこもり予防の為のふれあいの居場所開設 

                           ワンディシェフの店 
 
地域の中には、人と話すのが苦手な人、人付き合いが苦手な人、うつ病に苦しんでいる人が

多く存在する。ワンディシェフの店のランチの終了後の午後４時から８時まで、そういう人た

ちが自由に出入りできる居場所「ぬぐだまる」を開設した。２月～７月の６カ月で延べ３２８

名が利用した。地域の人と人とが繋がって、前向きな気持ちになれる場所となった。 

 

３００，０００円助成事業 


